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■主要な生態的特性

■病害抵抗性

NCO310はさとうきび審査基準に記載された標準品種の１つで品種登録の際に使用します。 左：Ni23 　中央：ＮCo310　右：NiF8

ケーンくん

協力 ： （独）農研機構九州沖縄農業研究センター　沖縄県農業研究センター

●発芽・萌芽が良く、茎伸長に優れて、春植え、夏植え、株出しの
　いずれの作型でも多収となる品種です。
●夏季に干ばつが発生した年でも、他の品種より収量が多くな
　ります。

● 黒穂病に弱いので、発生した場合には速やかに抜き取りしましょう。
　 また、黒穂病が多発している地域への作付けは避けましょう。
● 強風時に茎の折損が発生しやすので、風折被害を受けやすいほ場
　 での栽培は控えましょう。

栽培上のワンポイント

はさとうきび生産者の皆様を応援しています。

農林23号（Ni23）は、
平成18年に
鹿児島県奄美地域向けの
奨励品種に採用されました。
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萌芽性
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